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A study on academic accommodation and assistance that parents of students with 
developmental disabilities need: Interviews with parents at schools placing high importance 
on achievement 
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TsukubaうBunAりJO-kl，Tokyo， 112-0012) 
Keiko Kumagai (Faculty of Human Sciencesラ Universityof Tsukubaラ Tsuku6a，16m官ki，
305-8572) 
The purpose of this study was to investigate what kind 01' academic accol1lmodation and assistance IS 
needed for mothers 01' children with developmental disabilities at schools placing high importance on 
achievement. According to these mothers， their children experienced distress concerning school life and 
relationship Wilh 1'riends regardless of the levels of needs 1'or academic assistance. Therefore， 1he 1110thel・5
needed a collaborative network wi1h al the teachers to share in1'ormation and 10 help foster independence 
in their children. They also wished to have a support team led by the homeroom teacher and to be able to 
receive conrinuous assistance starting at elementary school. 




























実施した研究は少ない(例えば，有同Ij:， 2011 ; {9'佐l也3
2011 ，五Î~~ ・安 jj事・有、げl} ・ JI: L・雨情・5:IZ木・漆1I1 0 '1:' 
凶・日下1，2007;茂木・橋本・杉山・艮， 2010; i，出j主-




にする必裂があるが，1:'，1:、J-01{i植 (2010)，ト!担f0 !f~ 谷 (2014)
のほかは見当たらない。

















Jl~ 1 )をわった。その結果，学力重点校と他の 2つの学
技師とのr:\'Jには次のような Jl~iと!に有志:差が見られた。す
なわら学力車収校では r巡回相談のシステムを利用し，

















る。石l語 (2016) {ま jfì'~ 育特釦11，1 に通うノj、守主 1 ;'1二:lc-:ヵ、ら，+，学
3イ!二生までのリti'!¥ /t_ 1il [);I的障害(以下， MR) 13名，
I~l 1羽杭スペクトラム(以下， ASD) 14名， LD/ADHDり
名，診Iji-なし I1名]の保設者 47名に;調査をわった結果，
学校で新しく取り入れて欲しい支援として r{1占Jjl)指導の




クに通う 1i;琵4カリヲから 1IiH&までの子ども [PDD(広汎
性発達障害)61%， MRIO%， !'v11ミ十PDDI3%，ADHDIO%， 






手伝い，家事の手伝いなど)が 7 名，経済 I~<J サポート(金
銭的援助)が 7 名 3 共感 I~{J リポート(親身になって話を
闘い、てく1.1.，る ， }j)Jましてく;i-"Lるなど)が 6名， 'Ii!t'，出 (J也
J或のサービス等についての情報提供)が 4名，子どもへ
の対応(保青 IJHl・ j)州úl~II において子どもの~~j"I-~I: を JW俳し
対応して欲しいなど)が 2名であった。
県住 (2009) は発達障害児(小学校 4!，l三生~特別支援
学校高等部S3 {f三I!=.)の{呆読者 15名(あるl也J戒の|司今の発
注i障害児の組の会会員)に半構造化i(般を行い，小学校




UIWI寄思!桝JJ.u引継ぎの充実j]， u授業時 IIJJ タトの ill~l)IJ指導
の保証j]， u課題のil接見1)化Jl. W障害 ~~H-~l:の理解と指導への
応用JJ， u相談の充実j]， u情報の提{共』などがiFiJlliされて
いた。一方，否定I~I<J に捉えられていた配!芭・対応として
は， r子どもの困難への意識不足JJ. u相談・面談の1'1~ 否j]，






























































を専攻している大学i民生 4 ~I により KJ 法的アプ iコーチ







析対象データに含まれていた fj;lij 人情相を If~":(1化した。





た。 (iv) 第 i 表札併と高を形成しないラベノレを僻lIii~ し，
内容が近いと!謀じられるものを集めて H立の島(中ク
ノレープ)を作り 1 各々の島の内容を去す第 2表札を作成




















































i表札がi設定され，さらに 24枚の第 2J¥刊L.10枚の第 3
表札が設定された。 IR5JIJのためラベルを( ).討さ l表札





















いると考えており y 教員にもi受透している))， ((クラス替
えにi認する方針が学年主任から保護者全員に説明され




3. [)RiJ[，[!からのサポー ト]は， ((月日が縫っと周回の人
からのサポートが噌えていった))， ()i'iJIJIの生徒からのサ

















(教員の対処の仕方カ， (I~J を外れて1:、ることもよくあった i 
(挫の生徒仁迷惑がかかるこどや!日1聞の和1ら字削;患いと言われるのを最も恥 L字削 i 
《後になるとクラスメンバーの配慮をしてくれた 2 
(1二数を主ねると学校のIljI的Jも進み1 意!も支援ポイシト1':bj、った)I 1 
《友達関係でのトラブノレが仰をする)) I 12 
((発達障害傾向の生徒がほかにもいる))
《保護者が学校の指導のやり);-(こ対し不満を抱えている)) I 17 





















《小学{交の{交長にx"Jし不協iを1@えている)> I 4 




川(友達W;]係でのトラフソレが多治、った)) I 2 
Hぽ0{1:IJ:代が受けた教育とのギャップ))
川(学級担任fljlj の小学校時代は特に担任との~活性!)，m盟))I 3 
(保育|勤時代からの問題>> I 2 
(大人の態度を見て子どもが真似をしていじめをする)I 1 
く自立と配i退:・支援のI[し、つまで、どこまで親が本人のヰ川《税が子どもの苦手な而に支援をしている)) I 8 
線引きの検討が必要>1に関与するのか] (19) 1<<どこまで税が配慮や支援をするのか線引きに迷う 8
(41) f ;;JI~ld-;(_'~--， 1 ~_;;~=:-/;-~~':~'.; ~-.:~J-/J :IJ，~~L._)"，!r;.'_!/>'~~-~:J'_;I~1 マ u-JI ((配忠や支慢が多すぎると本人の自立が遅れて後でltる)) 2 
一一
(学伎は自分で考えさせる方針で提出物がiJlせなくても何も言われむ寸 I
[本人の選択を尊重する] (14)((進路については，親が本人の気持ちをIJNJし、ている)) I 7 










[学年主任や生徒指碑担当との迎 l~J担任と話11担任，学主主Eっとの連併が取れている)) 2 
~}\n (6) r<<管血!日告が何かすること!立なしゅ 2 
(問題が起きれば学年主任と生能指導li担当が対rじする)I 1 




<保J没者は校)，の引[校内の専門職の状況] (13) 《学校から校内の専門!日誌について示された》 I 8 





(学校が外部機関と連絡を取っているのかは知たない) 1 1 
一一一一←一一一一一t[13):1)'JO)亙型墜生P7刑した1l3Tl伝Cを活用した》
くlJ刊Eとの1l1tl:の良しI lJ先生と本人主の相IJ:;!s大事 I






(全然合わない先生はそんなにいなしつ I 1 
((殺が育ったi刊と比較して，地域に子育て環境が整ってし、加、)) I 3 
(コンビニはなんでもあって，子どもが行っても安全)I 
(特1-11:のある配fl!)者への不満が溜まっている》 I 4 
《保護者が他の母親との関係性構築が難しいと fJ_~じている)> I 3 
《教員にも発達障害傾向があると促えて不満を感じている》つ一三
(自分自身の発達|埠寄傾向に気づいている) I 1 
( )内はラベル数を示す。


































満L [;J、学校 !I~j'代の友達間係]という 2 つの第 2表札、一
《親世代が受けた教育とのギャップ))， ((学級担投fljの小
学校時イては特に初任どの{仔投が重要))， ((Di~背瞬時代から




















































J指呼されなし守という 2つの第 i表札と， (実現で作;もや
らせてもらえなかった). (i公ぜ;主主主がf詳し、のか内訳がわ









1. [担任を中心とした連W~] は， ((担任を+1心としてili
携をとっている))， (1包任以外にいろいろな先生が出てく
ると保護者が長仲良りに負担Jゅの 2つの出 i表札と， (与さ
あるつ三廷にはさりげなく期解のあるt!J任が誼
れている)というラベんで・榊成されたっ
[i日{壬の保設おへの組問、ぃ配l信nは， ((1立 i壬が i~~護者

























を出馬した)という 3 つの tr~~ 2表干しで情j求されたc
1. [校i々の専門臓の状況]は P 長学:校から技1)すの専pl:Jl設
いてyよされた))， ((発障害に r1~Jする特J)IJ のを:
しゅという 2つの第!表しで惜jまされた。




























いる》という 3つの第 1茨1:しと. (I~I う11ミ
{tj'l勾に気づいている} というラーベルかb椛;まされたc
























入学三 1~J は本人の，t~i"I ~l:への)11\角与が不込していた場合で
もF 教民に発注1;宗主:のこと在勉強する気持ちがあれば，
J日が:iiliむにつれそのj京都が給々に進/レーでいく






で発達1)1~詩:や本人の特"I'lt J! I! f!J!1'を深めていくことにより，
その設の本人への迎切な対立、むつなが いくのではな



















おくことが 3 今後必‘認でみると j吉、われる。
合協後はスムーズ;こ学校生活なスタートさせるため…
どもの斡性等について学校と保護者双jyが清





鋭が増大するliJt加は許可者が iイFJI:.後半，後者。が 2{i三λ 護
学;ニピークとなっていた。今i屈の対象者の子ども述。も，


















結えられ， [11+ 談.mi談の u'ily幸fH走供不足Jが
がJ(こ詑えられていた。これは、小学1交の授のII~i の I~í己
対'}，t;にi遣する言語査結果であったが，中.I高校生のf良








学級~:i3. f壬 tWJ の小学校lI~j:1'\; は， 特;こ一七三千壬の力j社ペと i誌と




























































らすヘ sc が Il~~jîll: さ才してし、るものの/舌rFl してし、るのは l
名に過ぎなかった。今回の加査対象者は，仁1]学入学前か
ら子どもを外部の医)J，~機 i担当:に í1:J1Jll'I(J に ìill わせていた?
とも影響してか 3 校!大j の ~lfplJJ限への関心やニーズは低
かった。しかしまだ外部の専111機関につながっていない
保護者や生徒にとって，校内の相談窓口や専門職の存在
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